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経営比較分析表／団体全体（令和3年度決算）
福島県

【事業概要】

グラフ凡例
法適用 工業用水道事業 1,192,700 大規模 5 887,805 ■ 当該団体値（当該値）

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m
3
/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m

3
)

類似団体平均値（平均値）

- 66.7 75 890,826 非設置 【】 令和3年度全国平均

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m
3
/日) 管理者の情報 －

H29R02 R03 H29

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、類似団体を下回ったまま100%前
後で推移しているが、R3は100%を超過している。
②累積欠損金は発生していない。
③流動比率は、R2年度は１年以内に償還する企業債
残高が増加したため一時的に下落したが、R3年度は
類似団体と同程度の水準まで回復している。
④企業債残高対給水収益比率は減少傾向にある類似
団体とは逆に、改良工事の増加による企業債借入の
増加のためH28以降増加傾向にあり、R01以降は500%
を超えている。
⑤料金回収率は、類似団体を下回ったまま100%前後
で推移してきたが、H28以降は100%を下回ったまま
となっている。これは、料金算定は給水収益である
営業収益のほか、営業外収益であるダム負担金の売
電収入等も含めての料金設定を行っていることによ
る。
⑥給水原価は、類似団体より契約水量に対する経常
費用が少ないため、10円近く低い額で推移してい
る。
⑦施設利用率は、類似団体より15ポイント程度高い
水準で横ばいとなっている。
⑧契約率は、新規契約数が少ないため類似団体より
5ポイント程度低い水準で横ばいとなっている。

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 102.07 98.98 96.77 105.77

H30 R01

458.28 498.27 521.38 550.49 525.32当該値 339.32 416.38 384.40 253.43 430.24

H30 R01 R02 R03 H29H30 R01 R02 R03

9.47 11.03平均値 121.19 120.32 119.89 119.93 118.40

当該値当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00100.67

平均値 242.57 235.79 227.51 225.72 217.80平均値 379.14 394.58 368.36 380.84 424.64平均値 18.82 17.88 16.67

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は40%台で推移してお
り、類似団体より法定耐用年数に近い資産は少ない
状況にある。
②管路経年化率は30%弱で推移しており、類似団体
より法定耐用年数を経過した管路は少ない状況にあ
る。
③漏水によるユーザーの操業への支障や収入減に至
らないよう、経営戦略等に基づいて、区間毎に複数
年に渡る期間で更新工事を実施している。工事が全
て完了し通水した区間がまだないため、管路更新率
は0%となっている。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03

当該値 95.19 93.79 90.30 93.67 94.38

H30 R01 R02 R03 H29H30 R01 R02 R03 H29

73.78 73.99 74.00 74.54 74.69当該値 73.48 73.74 73.75 73.98 74.44

17.22 17.44平均値 119.17 117.72 117.69 116.75 115.48

当該値当該値 7.24 7.53 7.83 7.60 7.72

2. 老朽化の状況

平均値 79.20 80.50 80.54 80.08 79.69平均値 57.69 58.56 57.96 56.00 56.81平均値 16.80 17.03 17.07

H30 R01 R02H29 H30 R01 R02 R03 H29

0.00当該値 27.91 25.32 25.32 26.49 26.78当該値 45.31 44.19 45.56 46.37 47.25

平均値 58.88 59.48 60.09 60.35 61.07

全体総括

　企業債残高がH28以降年々増加していることか
ら、企業債償還額もR5以降増加していくことが見込
まれる。施設・設備の老朽化度合は類似団体より低
く推移しているが、今後は老朽に伴う維持管理費用
の増加が見込まれる。今後も昨年度作成した経営戦
略等に基づいて、施設の長寿命化、規模の適正化、
建設改良工事の平準化などアセットマネジメントを
実践するとともに、損失が出ないよう５年度毎に料
金の見直しを実施していくほか、契約水量の増な
ど、収益を増加させていく必要がある。

R01 R02 R03

当該値 0.00 0.00

平均値 0.21 0.13

H29

0.00

0.20

H30R03

0.00

0.22 0.50平均値 43.44 48.09 50.93 52.07 50.36
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①有形固定資産減価償却率(％)
【60.20】
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②管路経年化率(％)
【48.27】
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③管路更新率(％)
【0.22】
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③流動比率(％)
【462.72】
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④企業債残高対給水収益比率(％)
【233.92】
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⑤料金回収率(％)
【112.31】
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⑥給水原価(円)
【19.07】
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⑦施設利用率(％)
【54.01】
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⑧契約率(％)
【76.67】
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②累積欠損金比率(％)
【23.68】
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①経常収支比率(％)
【117.41】
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